
愛知県感染症情報

　　　平成 14 年第 5 週（1 月第 5 週）
（コメント）

インフルエンザは急増していてピークをむかえつつありますので、注

意してください。インフルエンザの流行予測については、衛生研究所

のホームページ（ ht tp : / /www.pref .a ich i . jp /e i se iken /）もご覧ください。

（定点の先生方からのコメント）

l  尾張西部地区
・  インフルエンザ急増。小児は 33 人。 10 歳男Ｂ型１人、他はすべ

てＡ型　２ヶ月～13 歳、４歳時に多く、保育園で流行中のよう。

ワクチン歴のある児は３人。水痘小流行

　　（一宮市　あさのこどもクリニック）

・  インフルエンザ８名。その内インフル A・ B クイック（生研） ＊で

Ａ型陽性４名、 B 型陽性１名。

　　（一宮市　後藤小児科）

インフル A・ B クイック ＊： A 型及び B 型インフルエンザウイルスを検出す

る迅速診断キットの一種。

・  病原性大腸菌感染者 O1　８歳女、 O 1 2 6　５歳女、８歳女、 38 歳女

　　（尾西市　城後小児科）

・  インフルエンザは全てＢ型。ワクチン無効例が目立ちます。

　　（津島市　田中こどもクリニック）

・  ＲＳ様の咳が目立つてきました。幼稚園児を中心に下痢（鼻水を

伴う）が流行ってるんです。細菌感染のある時は、生研のキット

ではナイロン膜に吸着してダブルポジィテブ（ A、 B 陽性）になり

　　

インフルエンザ（名 古 屋 市 を 含 む 。平成 1 1 年 は 、13週 （4 月 1 日～）から）

0.0

5.0

10 .0

15 .0

20 .0

25 .0

30 .0

35 .0

40 .0

45 .0

1週 6週 1 1 週 1 6 週 2 1 週 2 6週 3 1週 3 6週 4 1週 4 6週 5 1週

報
告
数
/定
点
数

平 成 1 4 年

平成 1 3 年

平成 1 2 年

平成 1 1 年



　　

　　ます。インフルエンザは、Ａが 17 人、Ｂが 30 人。

　　（犬山市　武内医院）

・  インフルエンザ A、 B とも多いです。インフル A・ B クイックは鼻

水では反応良好ですが、やはり咽頭拭い液では反応が弱いようで

判定まで 20 分程度かかる例もあります。

　　（江南市　河野小児科）

・  インフルエンザ感染症が増加してきました。インフルエンザＡ型

９名、Ｂ型１名（キャピリア ＊ FluA、 B で判定）

　　（江南市　みやぐちこどもクリニック）   

キャピリア ＊ F l u A・ B： A・ B 型インフルエンザウイルスを同時に検出する

迅速診断キットの一種。

・  Ａ、Ｂインフルエンザ多くなりました。 A・ B クイックで、Ａが

136 名、Ｂが 39 名。小学校で学級閉鎖が続いています。Ｂ型が大

半です。ＡＢ両方に反応するケースが 12 例もありました。ワクチ

ン接種者でも、Ｂ型は発熱しますが、 A・ B クイックの反応は弱い

陽性です。Ｂ型では軽微な例も多いようです。タミフル ＊によく反

応しています。 （Ｂ型）一方でまだ流行していない小学校、幼稚

園もあり、保育園での発生はまだありません。

　　（岩倉市　医療法人なかよしこどもクリニック）

　　　タミフル ＊： A・ B 型インフルエンザ治療薬

・  インフルエンザが、出現してきました。インフルＡ・Ｂクイック

にて、Ａ型１名 （４歳男）、Ｂ型１名（６歳女）。その他にも、

症 状 よ り Ａ 型 イ ン フ ル エ ン ザ と 推 定 さ れ る 人 が 増 え て い ま す 。

（シンメトリル ＊著効例）

　　（扶桑町　いずみ内科）

　　シンメトリル ＊： A 型インフルエンザ治療薬

・  インフルエンザ A がほとんどですが、 B も散見されます。

　　（稲沢市　稲沢市民病院）

・ インフルエンザ減少。インフル A・B クイック A 型陽性５人。B 型陽

性８人。感染性腸炎が増加。

　　（新川町　三輪医院）

・ A 型インフルエンザ（ 3 歳女、 4 歳男、 26 歳女 2 名、 37 歳女、 50 歳

女）。B 型インフルエンザ（ 13 歳男、 13 歳女 2 名、 17 歳男、 47 歳

女）

　　（師勝町  田中クリニック）



l 尾張東部地区

・  インフルエンザ（Ｂ型が多い）が増えていますが、他に３～４日

　　発熱の続く風邪もあるようです。水痘、溶連菌感染症も多くみら

　　れます。相変わらずマイコプラズマ肺炎もあります。

　　（瀬戸市　津田こどもクリニック）

・  インフルエンザ、今週から急増です。（Ａ型もＢ型も同じくらい

認められます。）３歳女はワクチン２回接種でＡ型でした。相変

わらず学童、幼児にマイコプラズマ感染症、溶連菌感染症多数み

られます。その他水痘、流行性耳下腺炎散発。

　　（尾張旭市　佐伯小児科医院）

・  インフルエンザで市内小中学校流行

　　（半田市　医療法人林医院）

・  ３歳女インフルエンザＡ、Ｂ共に陽性。５歳女インフルエンザＡ、

Ｂ共に陽性。近隣の小学校・中学校で学級閉鎖・学年閉鎖・学校

閉鎖多い。兄がインフルエンザＢ型、弟がＡ型同時発症。ワクチ

ン接種でインフルエンザＡ２例。

　　（美浜町　愛知県厚生農業協同組合連合会知多厚生病院）

・  インフルエンザ F l uＢ 11 人 ､FluＡ５人。小中学生に多い。

 　　（南知多町　医療法人大岩医院）

・  今週はインフルエンザは A 型 11 例、 B 型２例でした。

　　（春日井市　朝宮こどもクリニック）

＊「 愛 知 県 感 染 症 情 報 第 ４ 週 」 の 朝 宮 こ ど も ク リ ニ ッ ク の コ メ ン ト で 「 A

型インフルエンザ 150 件」は「 15 件」の誤りでしたので訂正します。

・  感染性胃腸炎とインフルエンザが流行しています。

　　（春日井市   かちがわ北病院）

・  インフルエンザ増加中です。 A＞＞ B です。又、はしかの流行も懸

念されます。

　　（小牧市　志水こどもクリニック）

・  溶連菌感染多し。インフルエンザ小流行。 A とでは２：１ぐらい

か？年長者（ 12 歳前に）は B 型が主。

　　（小牧市　小牧市民病院）

・  Ｂ型が多いです

　　（東海市　東海市民病院）

l  西三河地区

・  ロタウイルス腸炎　 10 ヶ月男（便ロタウイルス抗原検査陽性）。

病原性大腸菌 O6　９ヶ月男。



Ａ型インフルエンザ（インフル A・ B クイックＡ（＋） 31 名（ 男

15 例、女 16 例））。Ｂ型インフルエンザ（インフル A・ B クイッ

クＢ（＋）７名（男 3 例、女 4 例））。Ｂ型インフルエンザと判

定した 10 ヶ月の男は、抗インフルエンザウイルス剤は使用せず、

発熱（ 40℃）３日目で解熱し、躯幹に発疹を認め、臨床経過から

は突発性発疹症と思われます。

　　（豊田市　星ヶ丘たなかこどもクリニック）

・  ６歳を境に A と B が区別されます。幼稚園で A が、小中学校は B

型が主のようです。

　　（豊田市　岩瀬小児科）

・  インフルエンザ A　 10 歳以下、 B　 10 歳以上が多い

　　（豊田市　やふそ小児科）

・  インフルエンザ A・ B クイック　 A（＋）２名　 B（＋） 11 名

　　（豊田市　保見診療所）

・  インフルエンザＢが７名あった。

　　（岡崎市　小児科延寿堂杉浦医院）

・  ロタウイルス　１歳男

   （岡崎市　深田小児科）

・  手足口病、りんご病も散発。インフルエンザＢ型は北部の幼稚園、

小学校で少数あり

　　（岡崎市　花田こどもクリニック）

・  インフルエンザ（ＡとＢ３人、Ｂ 22 人）、全体の約３分の１です。

病原性大腸菌 O1　ＶＴ（－）　７歳男

　　（岡崎市　にいのみ小児科）

・  カンピロバクター４歳男。８歳女病原性大腸菌 O1。麻疹２例はワ

クチン未接種児、内１例はＢ型インフルエンザとの合併例。

　　インフルエンザＡ型 3 6 名、Ｂ型６名、ＡとＢ型４名、内ワクチン

接種６名。２回インフルエンザワクチン接種歴あり（１歳女２人、

２歳男女、５歳男、４歳女）、Ｂ型インフルエンザ（ 8 歳女、７歳

女、１歳男 2 人、１歳女、 1 0 歳男）Ａ型Ｂ型インフルエンザ（ 1 1

歳、 9 歳、 5 歳、 11 歳男）。

　　異型肺炎 12 歳女、 10 歳男２人

　　（岡崎市　水野病院水野小児科）

・  インフルエンザＡ型 44 人、Ｂ型 7 人、ＡとＢ型 1 人（キャピリア

FluA・ B にて検査）

　　（幸田町　とみた小児科）



・  インフルエンザ 20 名、Ａ型 17 名、Ｂ型３名、ワクチン接種者

　　（岡崎市　粟屋医院）

・  インフルエンザ A 型インフル A・ B クイック A（＋）（ 1 7 歳男、

2 8 歳女、６歳女と 11 歳男（兄弟）、 61 歳女、 43 歳（弱陽性）、

　　 12 歳男（未検査）、インフルエンザ B 型インフル A・ B クイック

　　 B（＋）（８歳女と 1 3 歳と 15 歳男（兄弟））全員ワクチン未接種

　　（岡崎市　永坂内科医院）

・  インフルエンザ流行中（ A・ B 型両方）。生後１ヶ月女 A 型インフ

ルエンザ陽性例ありました。

　　（刈谷市　まついこどもクリニック）

・  FluA２例、 B６例

　　（刈谷市　田和小児科）

・  インフルエンザは小学校では B が主体です。ロタウイルス感染症

も引き続きいます。カンピロバクター　４歳男。

（碧南市　永井小児クリニック）

・  インフルエンザＡ、Ｂは人数同じぐらいです。

　　（知立市　宮谷こどもクリニック）

・  高齢者のインフルエンザ様の患者なし。キャピリア FluA、Ｂ検査

小 学 生 で 一 人  Ａ 、 Ｂ 両 方（ ＋ ） の 子 供 以 外 全 部 Ｂ 型 で し た 。

（安城市　鳥居医院）

・  インフルエンザＡ 3 名、Ｂ 1 名（クイック陽性）

　　（西尾市　やすい小児科）

・  ヘルペス口内炎１歳男、インフルエンザ（ A・ B クイックにて）Ａ

4 名、Ｂ 2 3 名（Ｂ型のうち 5 名は予防接種済み）。

　　感染性胃腸炎も目立ちました。

　　（西尾市　山岸クリニック）

・  インフル A・ B クイックＢ（＋）３人。 AB 共に（＋） 1 人。

　　（足助町　足助病院）

・  イ ン フ ル エンザが増えてきました。インフル A・ B ク イ ッ ク Ａ

（＋） 17 人、Ｂ（＋） 12 人。

　　（三好町　三好町民病院）

l  東三河地区

・  インフル A・ B クイック陽性　Ａ型５名　 B 型１名　インフルエン

ザ流行中。

　  （豊橋市　こどもの国大谷小児科）



・ ロタウイルス（＋）　４歳男。インフルエンザ B（＋）混合感染

　　（蒲郡市　蒲郡市民病院）

・ 小 ５ のクラス、 31 名中 15 名が発熱で欠席の集団かぜ、４名に

キャピリアＡ・Ｂ施行しましたが、いずれも陰性でした。

　　（蒲郡市　医療法人鈴木小児科医院）

　

　（ 1～ 3 類感染症の発生状況）

　　●細菌性赤痢患者１名

・  一宮保健所から報告の 25 歳女。 1/26 発病、 1/26 初診、 1 /30 診定。

菌型は、ゾンネ。バリ島渡航歴あり。

　（全数把握の 4 類感染症の発生状況）

　　劇症型溶血性レンサ球菌感染症１名。

◆  第 3 週（ 14 年 1 月 15 日～ 1 月 20 日）の 4 類感染症の全国状況

　インフルエンザは九州地方を中心に流行が広がりつつある。 A群溶

血性レンサ球菌咽頭炎は過去 5年間の同時期と比較してやや定点当た

り報告数が多くなっている。感染性胃腸炎は福井県（定点当たり報

告数 17.6）、宮崎県（ 16.1）、宮城県（ 15.2）などで報告が多くなっ

ている。伝染性紅斑は例年にくらべ報告数がやや多くなっており、

秋田県では定点当たり 3 . 4の報告がある。流行性耳下腺炎は 2001年第

19週より、ここ 10年間で最大の定点当たり報告数が持続しており、 2

0 0 2年も年初より報告数が多く、とくに石川県（定点当たり 5 . 7）、

長野県（ 4.7）、沖縄県（ 5.4）などで報告が多くなっている。  

（ Infect ious  Diseases  Weekly  Reportより抜粋　

　　厚生労働省感染症研究所感染症情報センター感染症情報室提供）



愛知県感染症情報　　　　　　　　　　　　　　平成１４年２月７日

　　　　　　　　　　　愛知県衛生研究所企画情報部（文責　磯村）

　庭の隅を明るくしていた蝋梅の花が盛りをすぎ、玄関に持込んだ盆

梅が満開となりました（近所の小父さんによれば、あれは盆栽ではな

くてただの鉢植えだ）。今回もいつものように貴重な情報を有難うご

ざいます。１月前半のまとめをお送りします。

１ .名古屋地区：インフルエンザが市内学区単位で発生していますが全

市的な特定の型の大発生の傾向はなく、Ａ型とＢ型の混合流行地区が

多く、衛生研究所の検査結果からも特別な変異株ではないようです。

現行ワクチンの臨床的有効性について先生方からの情報をいただきた

いと希望します。ウイルス性胃腸炎が各地区で流行、峠をこえた地区

が多いとのことですがロタウイルス陽性例と陰性例があり腹痛と嘔吐

が主体で時に発熱があり、乳幼児・学童主体、脱水で要入院例もあり

ますが全体には軽症が多いようです。 （第一日赤有吉先生、城北病院

渡辺先生、千種区今枝先生、三菱病院岩間先生、中京病院柴田先生、

大同病院水野先生）。その他の気道感染症としてはマイコプラスマを

含む肺炎、ＲＳウイルス感染症、高熱を伴う咽頭炎などが発生してい

ます（第一日赤有吉先生、城北・渡辺先生、千種区今枝先生、三菱・

岩間先生、中京・柴田先生、大同・水野先生）。その他溶連菌感染症、

水痘、ムンプスが全市的に散発中で（中京・柴田先生、労災・山田先

生）、城北・渡辺先生から川崎病がやや多く、三菱・岩間先生から非

定型的川崎病が目立つ、などの情報をいただき、大同 ・水野先生から

は高熱を伴う出血性結膜炎、第一日赤有吉先生と大同 ・水野先生から

は入院患者で麻疹が目につくとのお手紙をいただきました。

２ .尾張地区：犬山市武内先生からは感染性胃腸炎が多発中、水痘とイ

ンフルエンザＢが散発、江南市昭和病院西村先生からは溶連菌感染症、

ロタウイルス感染症を含む嘔吐主体の感染性胃腸炎、ＲＳウイルス感

染症、麻疹による入院が目立ちインフルエンザＡ１例、常滑市民病院

上田先生からはロタウイルス感染症を含むウイルス性胃腸炎、ＲＳウ

イルスによる細気管支炎、マイコプラスマ感染症、溶連菌感染症、手

足口病が目立ち、インフルエンザＡ・Ｂぼつぼつ、麻疹と水痘の入院

が目立ち、市立半田病院小児科からは年末から感染性胃腸炎が目立ち、

マイコプラスマ肺炎の発生は相変わらずで麻疹の入院例が散発中との

お手紙をいただきました。

３ .三河地区：トヨタ病院木戸先生からはロタ陽性／陰性下痢症、ＲＳ

ウイルス感染症、岡崎市民病院糸洲先生からはインフルＡが散発、Ｒ

Ｓウイルス感染症、川崎病が目立つ、知立市近藤先生からはロタウイ

ルスがやや多く、インフルエンザの流行、時に要入院例あり、刈谷市

田和先生からは溶連菌感染症、ロタ陽性の感染性胃腸炎、インフルエ

ンザＡが散発中、碧南市永井先生からは嘔吐・下痢症と溶連菌感染症

が目立ちＡ型主体のインフルエンザが出始めた、豊橋市からはムンプ

ス、インフルエンザ、水痘が散発し長い間なかった麻疹の発生ありと

のお手紙でした（市内宮澤先生、長屋先生）。有難うございました。
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121 112 24 37 12 4,148 3 141 782 198 12 30 88 1 0 7 15 175 0 19 0 0 0 3 0 0

名 古 屋 名古屋市 70 70 11 14 1 1,108 54 451 55 8 12 30 2 2 35 12
尾 張 東 部 瀬 戸 9 9 2 3 1 290 32 34 17 2 2 1 10 1
海 部 津 島 津 島 7 7 2 2 1 211 1 69 19 1 2 4 8 2
尾 張 中 部 師 勝 4 4 1 1 79 65 4 2 1
尾 張 西 部 一 宮 12 8 2 3 1 141 15 76 21 5 1 4

稲 沢 4 4 1 1 109 3 38 13 2 1 3
尾 張 北 部 春 日 井 9 9 2 3 1 157 19 42 22 2 8 9 2 3 2

江 南 6 6 1 2 274 1 2 41 11 2 3
知 多 半 島 半 田 6 6 1 2 1 366 8 32 4 6

知 多 7 7 2 2 445 2 48 5 2 2 7 8
西 三 河 南 部 岡 崎 12 8 2 3 1 496 1 20 3 25 2 3 15 1 3 31 9

刈 谷 6 6 1 2 1 300 7 13 7 2 3 1
安 城 5 5 1 2 252 4 39 7 1 6 3 10
西 尾 4 4 1 1 1 52 3 32 4 1 5 2 2

西 三 河 北 部 豊 田 市 8 8 2 3 1 307 1 5 31 8 4 3 7 22 2 1
足 助 3 3 1 58 2 15 4 1 5 3

東 三 河 南 部 豊 橋 市 8 8 2 4 1 362 12 96 14 2 9 4 40 3 1
豊 川 7 6 1 2 1 214 5 97 5 3 4 3 18 1
田 原 2 2 26 1 11 5 2 1

東 三 河 北 部 新 城 2 2 1 9 3 1 2

定点数

愛知県

愛知県
（名古屋市を含む）

総数
(名古屋市は除く)



愛知県感染症情報

2002年第5週（平成14年1月28日～平成14年2月3日） 愛知県衛生研究所

年齢階層
（名古屋市
を除く）

イ
ン
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ル
エ
ン
ザ

咽
頭
結
膜
熱

Ａ
群
溶
血
性

レ
ン
サ
球
菌
咽
頭
炎
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性
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腸
炎

水
痘

手
足
口
病

伝
染
性
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発
性
発
疹

百
日
咳

風
疹

ヘ
ル
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ン
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ー
ナ

麻
疹

流
行
性
耳
下
腺
炎

急
性
出
血
性
結
膜
炎

流
行
性
角
結
膜
炎

急
性
脳
炎

（
日
本
脳
炎
を
除
く

）

細
菌
性
髄
膜
炎

無
菌
性
髄
膜
炎

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

ｸ
ﾗ
ﾐ
ジ
ｱ
肺
炎

（
ｵ
ｳ
ﾑ
病
は
除
く

）

成
人
麻
疹

計 4,148 3 141 782 198 12 30 88 1 0 7 15 175 0 19 0 0 0 3 0 0
～6ヶ月 29 9 10 4 1
～12ヶ月 72 1 49 17 65 1 1
0歳

1歳 219 4 110 35 3 1 19 4 14
2歳 243 6 85 28 2 1 3 2 14 1
3歳 252 15 61 26 4 1 18 1
4歳 340 2 26 60 42 2 4 1 36 2
5歳 286 25 57 27 3 6 1 1 33
6歳 292 1 23 48 7 2 4 2 21
7歳 318 13 34 1 2 12
8歳 276 9 37 3 1 10
9歳 270 5 20 4 2 3
5歳～9歳 1
10歳～14歳 975 9 59 2 2 3 11
15歳～19歳 186 2 21 2
20歳～ 3 132 1 3
20歳～29歳 124 3
30歳～39歳 163 6 1
40歳～49歳 57 2
50歳～59歳 23
60歳～69歳 18 2
70歳～ 1
70歳～79歳 3
80歳以上 2



2002年第1週～第5週（平成13年12月31日～平成１４年2月3日）（累計） 愛知県衛生研究所

イ
ン
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ン
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児
科

眼
科
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D

基
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イ
ン
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ル
エ
ン
ザ

咽
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熱

Ａ
群
溶
血
性

レ
ン
サ
球
菌
咽
頭
炎

感
染
性
胃
腸
炎

水
痘
手
足
口
病

伝
染
性
紅
斑

突
発
性
発
疹

百
日
咳

風
疹
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ

麻
疹
流
行
性
耳
下
腺
炎

急
性
出
血
性
結
膜
炎

流
行
性
角
結
膜
炎

急
性
脳
炎

（
日
本
脳
炎
を
除
く

）

細
菌
性
髄
膜
炎

無
菌
性
髄
膜
炎

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

ｸ
ﾗ
ﾐ
ジ
ｱ
肺
炎

（
ｵ
ｳ
ﾑ
病
は
除
く

）

成
人
麻
疹

191 182 35 51 13 9,545 20 833 5,097 1,580 114 208 533 1 8 17 110 991 2 112 0 1 0 17 0 0

121 112 24 37 12 7,704 16 608 3,418 1,214 85 162 387 1 7 14 103 833 2 80 0 1 0 17 0 0

名 古 屋 名 古 屋 市 70 70 11 14 1 1,841 4 225 1,679 366 29 46 146 1 3 7 158 32
尾 張 東 部 瀬 戸 9 9 2 3 1 509 1 131 162 82 3 6 20 1 5 4 45 1 5
海 部 津 島 津 島 7 7 2 2 1 347 4 303 71 1 5 18 2 28 8
尾 張 中 部 師 勝 4 4 1 1 176 8 238 13 9 6 4
尾 張 西 部 一 宮 12 8 2 3 1 239 54 294 79 2 5 35 10 25 1 4

稲 沢 4 4 1 1 206 18 147 48 10 12 1 27 10 1
尾 張 北 部 春 日 井 9 9 2 3 1 299 68 221 142 16 39 37 2 7 29 2

江 南 6 6 1 2 412 5 41 219 95 1 10 7 1 8 27 3
知 多 半 島 半 田 6 6 1 2 1 638 30 148 26 3 6 5 1 9 27

知 多 7 7 2 2 873 3 13 203 34 20 15 28 2 2 33
西三河南部 岡 崎 12 8 2 3 1 835 1 69 16 143 15 25 56 1 1 6 146 29

刈 谷 6 6 1 2 1 520 1 48 48 88 6 6 22 1 6 9
安 城 5 5 1 2 351 20 231 59 7 6 13 7 30 4
西 尾 4 4 1 1 1 116 10 138 18 1 12 1 16 6 1

西三河北部 豊 田 市 8 8 2 3 1 456 4 21 210 60 7 14 31 2 106 2 7
足 助 3 3 1 99 6 75 15 4 16 1 17

東 三 河 南部 豊 橋 市 8 8 2 4 1 1,127 1 41 407 149 3 5 36 12 169 12 1 6
豊 川 7 6 1 2 1 431 23 330 53 5 20 5 95 3
田 原 2 2 47 3 28 23 8 5

東 三 河 北部 新 城 2 2 1 23 16 1 2 10

定点数

愛知県

愛知県
（名古屋市を含む）

総数
(名古屋市は除く)



愛知県感染症情報

2002年第1週～第5週（平成13年12月31日～平成１４年2月3日）（累計） 愛知県衛生研究所

年齢階層
（名古屋市
を除く）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

咽
頭
結
膜
熱

Ａ
群
溶
血
性
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ン
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球
菌
咽
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炎
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性
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水
痘

手
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口
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伝
染
性
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突
発
性
発
疹

百
日
咳
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疹

ヘ
ル
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ン
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ー
ナ

麻
疹

流
行
性
耳
下
腺
炎

急
性
出
血
性
結
膜
炎

流
行
性
角
結
膜
炎

急
性
脳
炎

（
日
本
脳
炎
を
除
く

）

細
菌
性
髄
膜
炎

無
菌
性
髄
膜
炎

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

ｸ
ﾗ
ﾐ
ジ
ｱ
肺
炎

（
ｵ
ｳ
ﾑ
病
は
除
く

）

成
人
麻
疹

計 7,704 16 608 3,418 1,214 85 162 387 1 7 14 103 833 2 80 0 1 0 17 0 0
～6ヶ月 55 45 39 34 1 2 1
～12ヶ月 138 1 4 247 99 2 1 261 1 3 14 3 1
0歳

1歳 482 1 10 520 274 20 8 87 1 34 55 1 1 2
2歳 501 6 21 375 228 17 15 5 4 12 72 3 2
3歳 515 1 63 263 182 13 12 1 7 103 1 1
4歳 651 4 115 254 175 16 25 1 1 3 154 3 1
5歳 562 1 123 218 109 7 28 1 1 3 110
6歳 487 2 88 175 51 7 24 2 5 100
7歳 514 61 154 17 14 4 76
8歳 455 37 129 16 1 13 1 1 2 47
9歳 456 25 99 3 1 12 1 4 28
5歳～9歳 3
10歳～14歳 1,714 36 295 14 8 11 50 4 3
15歳～19歳 308 4 87 1 1 1 5 1 7 2
20歳～ 21 557 6 1 2 1 1 30
20歳～29歳 303 1 7 1
30歳～39歳 371 20 1
40歳～49歳 109 10 1
50歳～59歳 36 7
60歳～69歳 30 11
70歳～ 4
70歳～79歳 11
80歳以上 6


